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図１：グラファイト上のペプチド単分子膜 

（原子間力顕微鏡画像） 
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近年のナノテクノロジーにおいて、バイオ・ナノ界面の制御は最も重要な研究課題のひとつで

す。グラフェンはナノ材料の中でも近年注目を集めている物質で、炭素原子 1 層からなり、優れ

た電子伝導特性をもっています。本研究では、グラフェン表面で特異的に自己組織化する固体吸

着ペプチドを用い、ナノ材料とバイオ材料の複合システムを構築し、新規なバイオ・エレクトロ

ニクス分野の開拓を目指します。我々の研究室では、米国ワシントン大学との共同研究において、

バイオコンビナトリアル法を用いてグラフェン・グラファイトに特異的に吸着するアミノ酸 12個

からなるペプチドを 60個、選択しました。そのうちの１つが、グラファイト上に長さ数ミクロン、

幅数ナノのナノワイヤー状の構造に自己組織化することが発見されました[1]（図１）。このペプチ

ドのアミノ酸配列の一部を変化させることによって、ペプチドの自己組織化を制御することが可

能です[2]。近年は、これらのペプチドを用いたバイオセンサーの実証もなされています[3]。 

これらの研究をさらに発展させ、現在では、グラフェン以外の種々の２次元ナノ材料上で自己

組織化するペプチドの開発に成功しました。講演では、これらのペプチドの自己組織化のメカニ

ズムについてご紹介した後、ペプチドによる２次元ナノ材料の電気特性変調について発表します。 
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